
宅
地
の
町
会
の
原
点
」
に
戻
り
、

防
犯
・
防
火
（
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
）
・
防
災
お
よ
び
町
内
美
化
活

動
（
清
掃
・
廃
棄
物
処
理
の
適
正

化
・
違
法
広
告
物
の
除
去
協
力
・

環
境
美
化
）
に
重
点
を
置
い
て
、

活
動
し
て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
住
民
と
顔
見
知

り
に
な
り
親
交
を
深
め
る
の
は
防

犯
・
防
災
の
上
で
も
大
き
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。
町
内
の
方
と
気
楽

に
挨
拶
や
情
報
交
換
が
交
わ
せ
る

関
係
を
、
建
屋
に
マ
ン
シ
ョ
ン
、

さ
ら
に
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン

の
住
民
ま
で
含
め
て
、
推
進
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

荏原第二地域センターのホームページをご覧ください。

h�p://www.city.shinagawa.tokyo.jp/hp/menu000007300/hpg000007217.htm
古紙を配合した紙を使用しています
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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
６
月
に

藤
枝
前
会
長
に
代
わ
り
、
旗
の
台

西
二
丁
目
町
会
の
会
長
に
就
任
し

た
白
柳
孝
夫
で
す
。

私
は
旗
の
台
の
生
ま
れ
で
、
子

供
時
代
は
父
の
転
勤
の
関
係
で
町

内
に
は
不
在
で
し
た
が
、

代
の

頃
に
自
宅
に
戻
り
、
そ
れ
か
ら
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

歳
を
過
ぎ
た
頃
に
自
宅
で
仕

事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

当
時
の
石
原
会
長
よ
り
民
生
・
児

童
委
員
へ
の
就
任
を
依
頼
さ
れ
、

20

60

継
続
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
寶

田
会
長
と
藤
枝
会
長
の
２
代
に
わ

た
り
町
会
の
副
会
長
を
務
め
ま
し

た
。さ

て
、
旗
の
台
西
二
丁
目
町
会

の
区
域
は
昭
和
２
年
の
東
洗
足
駅

（
大
井
町
線
）
開
業
に
伴
い
宅
地

開
発
が
始
ま
っ
た
住
宅
地
で
あ

り
、
我
が
家
も
昭
和
５
年
、
祖
父

の
代
に
移
転
し
て
来
ま
し
た
。

清
水
頭
と
い
う
標
高

メ
ー
ト

ル
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
、
祖

母
に
よ
る
と
「
窓
か
ら
品
川
の
海

が
見
え
、
庭
に
は
井
戸
が
あ
り
清

水
が
湧
い
た
」
と
の
こ
と
で
し

た
。こ

の
地
区
は
中
原
街
道
沿
い
を

除
き
、
今
で
も
住
居
専
用
地
域

で
、
町
会
員
は
昼
間
、
会
社
や
学

校
に
通
い
不
在
の
方
が
多
く
、
活

動
が
や
り
に
く
い
地
区
で
す
。
そ

の
た
め
町
会
の
活
動
方
針
は
「
住

32

荏
原
第
二
地
域
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
、
昨
年

月
か
ら
の
工
事
を
経
て
、

い
よ
い
よ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

明
る
く
使
い
や
す
く
な
っ
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
、
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
使
用
出
来
な
い
期
間
、

ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

次
号
の
さ
い
か
ち
（第
134
号
）は

３
月
２２
日
発
行
の
予
定
で
す
。
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委員の皆さん
よろしくお願いします！

工事中の様子
仮囲いの中からは・・・

ピカピカのエレベーターが登場！

―４―


